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八九

奮
交
選
遁
封
彊
近
、
老
牧
蒲
條
宴
賞
稀
。
書
札
毎
來
同
笑
語
、
篇
章
時
到
借
光
輝
。

綜
論
暫
厭
分
岩
窟
、
舟
繊
初
登
擁
銘
旗
。
未
知
今
日
情
何
似
、
鷹
與
幽
人
事
有
違
。

①
㎜
冬
夜
銭
員
外
と
同
じ
く
禁
中
に
直
す
」
（
O
お
じ

②
㎜
銭
員
外
の
禁
中
夙
に
興
き
示
さ
る
る
に
和
す
」
（
欝
欝
）

⑧
酬
自
牡
丹
」
（
0
8
｝
）

④
皿
銭
員
外
に
和
し
、
盧
員
外
が
早
春
独
り
曲
江
に
遊
び
長
句
を
寄
せ
ら
れ
し
に
答

　
う
」
（
霧
。
。
仙
）

⑤
㎜
夜
禁
中
の
桃
花
を
惜
し
み
因
っ
て
銭
員
外
を
懐
う
8
濾
。
。
と

⑥
㎜
銭
員
外
が
早
冬
禁
中
の
菊
を
翫
ぶ
に
和
す
」
（
難
お
）

⑦
㎜
銭
員
外
と
同
じ
く
絶
糧
の
僧
巨
川
に
題
す
」
（
難
躍
）

⑧
酬
絶
句
、
書
に
代
え
て
銭
員
外
に
贈
る
」
（
禁
書
）

⑨
冊
立
春
の
日
、
銭
員
外
が
曲
江
に
同
行
し
贈
ら
れ
し
に
酬
ゆ
」
♂
蕊
¢
）

⑩
㎜
銭
員
外
が
青
龍
寺
の
上
方
に
て
豊
山
を
望
む
に
和
す
」
（
O
濾
O
）

⑪
㎜
杏
園
に
花
落
つ
る
時
銭
員
外
を
招
き
て
同
じ
く
酔
う
」
（
O
認
O
）

⑫
㎜
銭
員
外
と
同
じ
く
禁
中
に
夜
直
す
」
（
O
認
・
。
）

⑬
酬
銭
員
外
の
雪
中
寄
せ
ら
れ
し
に
酬
ゆ
」
8
蕊
じ

⑭
冊
重
ね
て
銭
員
外
に
酬
ゆ
」
（
箋
器
）

二
人
が
翰
林
学
十
で
あ
っ
た
以
降
の
詩
に
つ
い
て
、
詩
の
題
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

①
㎜
銭
舎
人
の
書
も
て
眼
疾
を
問
う
を
得
た
り
」
8
謬
↓
）

②
皿
溜
村
に
退
居
し
、
礼
部
の
崔
侍
郎
・
翰
林
の
銭
舎
人
に
寄
す
る
詩
一
百
韻
」

　
♂
。
。
欝
）

⑧
酬
李
相
公
崔
侍
郎
銭
舎
人
に
寄
す
」
（
8
器
）

④
㎜
崔
侍
郎
・
銭
舎
人
の
書
に
て
問
う
に
答
え
因
っ
て
継
ぐ
に
詩
を
以
て
す
」
♂
き
ご

⑤
㎜
龍
昌
上
寺
に
登
り
て
江
南
山
を
望
み
銭
舎
人
を
懐
う
」
（
O
毅
⑩
）

⑥
圓
銭
號
州
、
三
堂
の
絶
句
を
以
て
寄
せ
ら
る
、
因
っ
て
本
韻
を
以
て
之
に
和
す
」

　
　
（
臣
戴
）

　
⑦
冊
吉
祥
寺
に
て
銭
侍
郎
の
名
を
題
せ
る
を
見
る
」
（
雛
お
）

　
⑧
㎜
銭
侍
郎
使
君
鷹
山
の
草
堂
に
題
す
る
詩
を
以
て
寄
せ
ら
る
、
因
っ
て
之
に
酬
ゆ
」

　
　
（
憲
鑑
。
e

　
⑨
酬
初
め
て
郡
齋
に
到
り
鏡
湖
州
・
李
蘇
州
に
寄
す
（
雛
・
。
。
。
）

　
⑩
酬
銭
湖
州
は
箸
下
酒
を
以
て
、
李
蘇
州
は
κ
殴
酒
を
以
て
、
相
次
い
で
寄
せ
到
る
。

　
　
同
じ
く
飲
む
に
因
無
し
。
聯
か
懐
う
所
を
詠
ず
」
（
雛
出
）

　
⑪
㎜
小
歳
の
隠
、
酒
に
対
し
銭
湖
州
が
寄
す
る
所
の
詩
を
吟
ず
」
（
雛
餐
）

　
⑫
㎜
道
宗
上
人
に
題
す
十
韻
並
び
に
序
」
（
黙
。
駆
。
。
。
e

　
⑬
冊
華
城
西
北
の
雑
蝶
最
も
高
し
。
崔
相
公
首
め
て
楼
台
を
創
り
、
銭
左
丞
継
い
で

　
　
花
果
を
種
え
、
合
わ
せ
て
勝
境
と
為
す
。
題
し
て
雅
篇
に
在
り
。
歳
暮
に
独
り
遊

　
　
び
、
帳
然
と
し
て
詠
を
成
す
」
愈
窃
麓
）

　
⑭
㎜
銭
左
図
が
再
び
華
州
に
除
せ
ら
れ
し
を
喜
び
、
詩
を
以
て
賀
を
伸
ぶ
」
愈
鵯
｝
）

　
⑮
㎜
銭
華
州
の
少
華
の
清
光
に
題
す
る
絶
句
に
和
す
」
（
無
題
）

　
※
（
文
）
皿
銭
徽
司
封
釜
中
知
制
詰
制
」
（
元
和
八
年
）
（
蕊
・
。
・
。
）

一
〇
　
　
（
雛
鵠
）
、
（
雛
海
｝
）
、
（
工
臨
）
の
一
一
．
首
の
詩
参
照
。

一
一
　
『
旧
唐
書
』
は
、
可
復
、
可
及
の
二
人
、
『
新
唐
書
』
は
、
可
復
、
方
義
、
翔
の
一
∴

人
を
載
せ
、
銭
精
虫
は
『
全
唐
詩
』
巻
縮
四
六
に
、
圓
学
堂
谷
」
の
五
言
十
二
旬
の
排
律

の
詩
一
首
、
銭
翔
は
巻
七
一
一
。
に
、
㎜
濫
行
無
題
」
な
ど
七
種
、
計
一
〇
八
首
を
採
録
す

る
。
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○

　
自
居
易
の
交
友
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
白
居
易
が
杭
州
刺
史
で
あ
っ
た
時
期
を
取

り
あ
げ
、
銭
湖
州
と
李
蘇
州
の
二
人
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
て
み
た
。
前
者
の
銭

徽
は
、
正
史
に
も
伝
が
あ
り
、
白
居
易
と
の
交
友
を
示
す
詩
も
三
十
首
近
く
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唐
の
詩
人
二
千
人
以
上
を
収
録
す
る
『
全
唐
詩
」
に
そ
の
名

が
見
え
ず
、
詩
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
銭
徽
の
詩
は
断
片
の
、
一
句
に
と
ど
ま
る
。

李
諒
は
正
史
に
伝
が
見
え
ず
、
白
層
易
と
の
交
友
を
示
す
詩
も
銭
徽
の
三
分
の
一

に
満
た
な
い
。
し
か
し
そ
の
名
は
一
首
詩
人
と
し
て
．
『
全
唐
詩
」
に
小
伝
と
と

も
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
銭
徽
に
つ
い
て
当
初
は
こ
う
し
た
事
実

に
気
づ
か
ず
に
、
大
暦
の
十
才
子
銭
起
の
息
子
で
も
あ
る
の
で
、
資
料
ま
た
史
料

は
充
足
し
て
い
る
と
考
え
、
む
し
ろ
以
前
か
ら
抱
き
続
け
て
い
た
李
諒
に
つ
い
て

の
疑
問
点
を
解
明
す
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
た
。
結
論
的
に
は
、
銭
徽
に
つ
い
て

は
ま
っ
た
く
予
想
外
の
発
見
で
あ
り
、
思
わ
ぬ
誤
算
か
ら
生
じ
た
収
穫
を
得
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
六
年
一
月
七
日
）

〔
注
〕

※
自
認
易
の
作
品
番
号
は
、
花
房
秀
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
所
収
の
㎜
綜
合
作

品
表
」
の
番
号
。
白
居
易
の
作
品
の
底
本
に
は
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
（
上
海
占
籍
出

版
社
）
を
用
い
た
。
ま
た
文
中
に
引
用
し
た
旧
居
晦
の
『
重
三
三
三
学
十
既
記
』
は
朱
金

城
氏
の
箋
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
『
文
選
』
巻
四
皿
三
都
の
賦
」
。
旧
居
易
の
㎜
間
門
に
登
り
て
閑
回
す
る
の
詩
」

　
（
駆
。
蕊
鑑
月
）
に
冊
曾
て
銭
塘
を
賞
し
兼
ね
て
茂
苑
を
」
。
ま
た
圓
長
州
三
新
詞
（
鍵
零
）
」
に

　
㎜
茂
苑
綺
羅
佳
麗
の
地
」
と
見
え
る
。

一一

ｩ
淵
明
の
圓
飲
酒
二
十
首
の
七
」
に
圓
測
温
佳
色
有
り
、
露
に
ぬ
れ
た
る
　
其
の
英

　
を
綴
み
、
此
の
忘
憂
の
物
に
汎
べ
て
、
我
が
世
を
遺
る
る
の
情
を
遠
く
す
」
と
あ
る
。

　
も
と
は
、
『
詩
経
』
郡
風
柏
舟
の
毛
伝
か
ら
で
た
語
。

三
　
　
『
新
唐
書
』
巻
一
七
七
、
銭
徽
伝
に
、
冊
遂
に
江
州
刺
史
に
既
さ
る
。
…
…
湖
州
に
転

　
ず
。
」
と
あ
る
。

四
　
　
『
旧
口
書
』
巻
一
六
八
、
銭
口
伝
に
よ
れ
ば
、
皿
大
和
二
年
秋
、
疾
を
以
て
位
を
辞
し
、

　
吏
部
尚
書
を
授
け
ら
れ
て
致
仕
す
。
三
年
一
、
、
月
卒
す
、
時
に
年
七
十
五
。
」
と
あ
り
、
生

　
年
は
（
七
五
κ
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
居
易
の
生
年
は
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
。

五
　
自
学
易
の
冊
白
牡
丹
」
8
欝
一
）
の
詩
に
、
冊
唐
昌
の
玉
蘂
花
、
墓
翫
衆
の
争
う
所
」

六
　
白
居
易
の
皿
買
花
」
の
詩
に
皿
帝
城
春
暮
れ
な
ん
と
し
、
喧
喧
と
し
て
車
馬
度
る
。

　
共
に
言
う
牡
丹
の
時
、
相
随
い
花
を
買
い
去
る
」
、
新
楽
府
㎜
牡
丹
芳
」
の
詩
に
酬
花
開

　
き
花
散
る
こ
と
二
十
日
、
一
城
の
人
皆
狂
え
る
が
如
し
」
と
あ
る
。

七
　
　
『
全
唐
詩
』
巻
四
六
三
に
、
李
諒
が
自
居
易
に
寄
せ
た
七
言
十
六
句
の
古
詩
一
首
を

　
収
録
す
る
。

　
　
　
　
蘇
州
元
u
郡
齋
感
懐
寄
越
州
元
相
公
杭
州
自
舎
人
〔
白
注
〕
時
長
慶
四
年
也

　
　
構
慶
還
郷
郡
吏
蹄
、
端
憂
明
獲
撮
朝
衣
。
首
開
一
一
．
百
六
旬
日
、
新
知
四
十
九
年
非
。

　
　
當
官
補
拙
猶
勤
慮
、
游
宙
量
才
已
息
機
。
墾
族
共
資
随
月
俸
、
一
身
惟
憶
故
山
薇
。
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は
忠
州
に
あ
る
寺
。

は
長
安
に
あ
る
藍
出
山
、

姿
」
は
鷺
や
鶴
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
容
姿
、

の
銭
徽
を
懐
か
し
み
．

二
人
の
栄
衰
の
差
を
嘆
く
。

れ
た
元
和
十
五
年

の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
時
か
ら
会
う
こ
と
な
く
、

　
そ
し
て
、
こ
の
詩
の
最
後
に
白
居
易
の

と
青
龍
寺
の
上
方
に
登
り
、

詩
に
云
う
、
「
偶
た
ま
上
寺
に
来
た
り
高
き
に
因
っ
て
望
む
に
、

て
前
山
を
見
る
」
」
。

鶴
の
姿
を
懐
う
」

寺
因
高
望
、
松
雪
分
明
見
旧
山
」

先
に
挙
げ
た
（
O
謹
O
）

　
そ
こ
で
、
自
白
易
の
詩
ま
た
詩
の
題
か
ら
銭
徽
の
詩
を
想
定
し
て
み
る
と

　
　
白
居
易
が
銭
徽
の
詩
に
〔
和
〕
し
た
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
首

同
望
玉
峯
時

因
詠
松
雪
句

永
懐
鷺
鶴
姿

六
年
不
相
見

況
乃
隔
榮
衰

「
龍
昌
寺
」

　
同
じ
く
　
玉
峰
を
望
み
し
時
に
似
た
り

　
因
っ
て
　
回
雪
の
句
を
詠
じ

　
永
く
　
轡
…
鶴
の
姿
を
懐
う

　
六
年
　
相
見
え
ず

　
況
ん
や
　
乃
ち
　
栄
華
を
隔
つ
る
を
や
〔
自
注
〕

　
　
　
　
　
　
　
「
青
龍
」
は
長
安
の
青
龍
寺
の
こ
と
。
「
玉
峯
」

　
　
　
玉
を
産
す
る
の
で
「
玉
峯
」
の
名
が
あ
る
。
「
鷺
鶴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銭
徽
を
い
う
。
忠
州
で
、
中
書
舎
人

　
　
か
つ
て
の
長
安
で
の
交
友
の
相
手
銭
徽
の
詩
を
吟
詠
し
、

　
　
　
　
「
六
年
相
見
え
ず
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
詩
が
作
ら

（
八
、
一
〇
）
か
ら
す
れ
ば
、
六
年
ま
え
の
元
和
九
年
（
八
一
四
）

白
居
易
は
太
子
左
賛
善
大
夫
、
銭
徽
は
中
書
舎
人
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
今
は
忠
州
刺
史
と
中
書
舎
人
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
自
注
〕
が
あ
る
。
「
昔
常
て
銭
舎
人

　
　
　
　
同
じ
く
藍
田
山
を
望
み
、
各
お
の
絶
句
有
り
。
銭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
馬
分
明
に
し

　
こ
れ
は
、
こ
の
詩
の
「
因
っ
て
松
雪
の
句
を
詠
じ
、
永
く
鷺

と
あ
る
「
松
雪
の
旬
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
旬
「
偶
来
上

　
　
　
　
　
　
が
、
銭
徽
の
唯
一
の
詩
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

　
　
の
時
の
詩
を
指
し
て
い
る
。
（
［
黒
八
］
の
⑩
参
照
）
。

　
　
白
居
易
が
銭
徽
の
寄
せ
た
詩
に
〔
酬
〕
い
た
詩
　
　
　
　
　
　
四
首

　
　
銭
徽
が
白
居
易
に
〔
寄
〕
せ
た
詩
（
白
は
吟
ず
る
、
和
す
）
　
二
首

　
　
※
（
O
瀦
⑩
、
O
濾
O
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
首

計
十
四
首
ほ
ど
の
詩
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
十
四
首
の
中
で
、
銭
徽
の
詩
の
題
の
想
定
で
き
る
も
の
を
挙
げ
る

と
、　

◎
「
白
牡
丹
」
（
0
8
一
）

　
◎
「
早
春
独
り
曲
江
に
遊
ぶ
」
（
O
鵠
鰍
）

　
◎
「
早
冬
に
禁
中
の
菊
を
翫
ぶ
」
♂
凝
⑩
）

　
◎
「
絶
息
の
僧
巨
規
に
題
す
」
（
＄
嵩
）

　
◎
「
青
龍
寺
の
上
方
に
て
旧
山
を
望
む
」
（
O
毅
⑩
）

　
◎
「
鷹
山
の
草
堂
に
題
す
」
（
這
鰍
O
）

　
◎
「
一
二
堂
の
絶
句
」
（
瞬
①
刈
）

　
◎
「
少
華
の
清
光
に
題
す
絶
句
」
（
霧
躍
）

　
な
ど
の
八
首
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
著
名
な
詩
人
白
居
易
と
の
関
わ
り
を

示
す
詩
が
三
隅
首
ほ
ど
あ
り
、
父
は
本
暦
の
十
才
子
と
称
さ
れ
た
銭
起
で
あ
る
の

に
、
な
ぜ
詩
の
収
録
ま
た
詩
集
の
編
纂
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
理
由
は
不
明
で
．

謎
で
あ
る
。
『
旧
為
書
」
『
新
薬
書
」
の
伝
記
、
丁
居
晦
の
『
重
修
承
旨
学
士
壁
記
』

と
い
っ
た
史
料
を
除
け
ば
、
白
居
易
の
作
品
に
残
さ
れ
た
足
跡
が
銭
徽
の
事
跡
を

証
す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
な
お
、

銭
徽
に
は
四
人
の
子
が
あ
り
、
う
ち
二
人
は
『
全
唐
詩
」
に
詩
が
採
録
さ
れ
て
い

［
注
三
］

る
。
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李
の
排
行
は
、
六
。
　
一
児
が
あ
り
、
名
を
阿
武
と
い
っ
た
。
永
貞
元
年
に
は

（
左
・
右
）
拾
遺
、
元
和
十
年
に
は
尚
書
郎
中
、
長
慶
、
一
年
か
ら
四
年
ま
で
は
蘇

州
刺
史
、
長
慶
四
年
に
は
兼
御
史
中
丞
、
大
和
、
一
年
に
は
汝
州
刺
史
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
李
諒
に
は
『
全
唐
詩
」
に
小
伝
が
あ
り
、
李
諒
、
字
は
繕

言
。
官
は
京
兆
雰
で
終
わ
る
、
と
い
う
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
白
居
易
の
「
蘇
州
の

期
中
丞
、
元
日
…
…
」
の
題
に
見
え
る
李
諒
の
七
言
八
韻
の
詩
一
首
が
『
全
唐
詩
」

　
　
　
　
　
　
［
注
七
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
、
白
居
易
の
詩
か
ら
類
推
で
き
る
李
諒
の
詩
は
、
李
諒
が
一
児
阿
武

を
詠
じ
た
詩
、
李
諒
が
．
白
居
易
の
「
呉
中
の
旧
遊
を
憶
う
五
首
」
に
和
し
た
詩
、

な
ど
で
あ
る
。

3
、
白
居
易
と
銭
徽
（
杭
州
刺
史
、
湖
州
刺
史
以
前
）
の
関
係

　
　
〔
翰
林
院
時
代
：
銭
徽
と
の
交
友
関
係
を
示
す
詩
〕
※
詩
の
題
は
㊧
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
居
易
　
　
　
　
　
銭
徽

⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
々々々々々々兀々兀
四々四々々々三　三

六　々々々六
♂
鐙
一
）

（O

齪
I
）

♂
8
一
）

（
霧
。
。
麟
）

♂
冠
。
。
）

（
欝
お
）

♂
刈
瞬
）

（
欝
這
）

♂
謬
⑩
）

左
拾
遺
・
学
士
　
　
祠
部
員
外
郎
・
学
士

　
々

　
9
・

　
9
・

　
9
・

　
9
・

左
拾
遺

　
々

　
9
・

々々々々々予々々

々謎々々々々際々

々々々々々々々々

⑭⑬⑫⑪⑩
々雲母々準

々
　
　
《
♪
々

五
年

颯々々

（O

?
ｨ
）

♂
謬
O
）

（O

F
鱒
）

♂
二
一
）

（O

ﾇ
鱒
）

　
9
・

左
拾
遺

左
拾
遺

京
戸
曹

　
々

翼々翼々々

　
両
人
が
．
と
も
に
翰
林
院
の
職
に
あ
っ
た
時
の
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
八
］

の
約
三
年
間
、
①
～
⑭
の
計
卜
四
首
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
一
人
の
交
友
は
、
大
和
三
年
置
八
三
九
）
に
銭
徽
が
亡
く
な
る
ま
で
続

く
が
、
翰
林
学
士
以
来
二
十
八
年
の
歳
月
の
間
に
約
十
四
首
を
数
え
る
だ
け
で
あ

［
注
九
」

る
。
中
で
、
一
人
の
交
友
の
親
密
さ
を
思
わ
せ
る
の
は
．
先
に
挙
げ
た
銭
徽
が
湖
州

　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
］
○
」

刺
史
の
時
期
の
三
首
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
銭
徽
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
詩
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
自
居
易
が
江
州

司
馬
か
ら
遷
っ
た
忠
州
刺
史
の
時
の
作
で
あ
る
。

　
　
　
登
音
量
上
寺
望
江
南
山
懐
銭
舎
人
♂
毅
⑩
）

　
　
　
　
龍
昌
上
寺
に
登
り
、
江
南
の
山
を
望
み
、
銭
舎
人
を
懐
う

騎
馬
出
西
郭

悠
悠
欲
何
之

猫
上
高
寺
去

一
與
白
雲
期

虚
檀
晩
薫
、
漉

前
山
碧
参
差

忽
似
青
龍
閤

馬
に
騎
り
て

悠
悠
と
し
て

忽前虚一独
ち山撹にり

々
　
　
　
　
　
　
々

々
　
　
　
　
　
　
心

々
　
　
　
　
　
　
々

々
　
　
　
　
　
　
予

々
　
　
　
　
　
　
々

元
和
三
年
か
ら
六
年

　
　
　
西
郭
を
出
で

　
　
　
何
く
に
之
か
ん
と
欲
す
る

高
寺
に
上
り
去
り

白
雲
と
期
す

晩
に
薫
漉

碧
参
差

青
龍
の
閤
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こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
銭
徽
及
び
李
諒
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
こ
と
を
整

理
し
て
お
く
と
、

1
、

杭
州
時
代
の
白
居
易
、
銭
徽
、

　
①
長
慶
二
年
十
月
置
　
　
（
雛
誌
）

　
②
々
　
々
　
十
月
以
後
（
守
旧
）

　
⑧
々
　
三
年
十
二
月
　
（
雛
餐
）

　
④
々
　
四
年
　
　
　
　
（
蕊
鷲
）

　
⑤
々
　
四
年
一
月
　
　
（
駆
。
G
。
霧
）

　
こ
の
後
．

去
る
。

2
、
白
居
易
と
李
諒
（
杭
州
刺
史
、

鉛
銭
の
関
係

　
　
白
層
易

杭
州
刺
史

杭
州
刺
史

杭
州
刺
史

杭
州
刺
史

杭
州
刺
史

　
銭
轡

湖
州
刺
史

湖
州
刺
史

湖
州
刺
史

　
李
諒

蘇
州
刺
史

蘇
州
刺
史

蘇
州
刺
史

蘇
州
刺
史

白
居
易
は
五
月
に
太
子
左
庶
子
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
五
月
末
に
杭
州
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
州
刺
史
以
前
）
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
居
易
　
　
　
李
諒

　
①
永
貞
元
年
春
　
　
　
　
（
O
爵
G
。
）
　
校
書
郎
　
　
　
（
左
・
右
）
拾
遺

　
②
々
　
々
　
々
　
　
　
（
O
＄
轟
）
　
　
々
　
　
　
　
々

　
⑧
元
和
十
年
　
　
　
　
　
（
8
露
）
　
江
州
途
次
　
　
尚
書
夢
中

　
こ
の
後
、
1
の
、
①
、
②
、
④
、
⑤
に
挙
げ
た
詩
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
白
が
杭

州
を
去
り
．
李
が
蘇
州
を
去
っ
て
以
後
、
再
び
李
諒
と
の
交
友
が
詩
に
現
れ
る
の

は
次
の
詩
だ
が
、
こ
の
詩
は
節
黒
と
の
交
友
を
示
す
最
後
の
詩
で
も
あ
る
。

　
　
　
重
答
汝
州
李
上
野
興
趣
見
和
憶
旦
ハ
中
・
蕉
門
游
ず
丑
首
（
駆
の
⑪
G
⇔
刈
）

　
　
　
　
重
ね
て
汝
州
の
李
六
二
君
が
忌
中
の
旧
游
を
憶
う
五
首
に
和
せ
ら
る
る

　
　
　
　
に
答
う

爲
憶
娃
宮
輿
虎
丘

玩
君
新
作
不
能
休

濁
朧
篤
出
篇
篇
好

呉
調
吟
時
句
旬
愁

洛
下
林
園
戦
報
住

江
南
風
月
會
重
游

由
來
事
過
多
堪
惜

何
況
蘇
州
勝
汝
州

娃
宮
と
導
車
と
を
憶
う
が
為
に

君
が
新
作
を
翫
ん
で
　
休
む
能
わ
ず

蜀
朧
写
し
出
し
て
　
篇
篇
好
く

呉
調
吟
ず
る
時
　
旬
旬
愁
う

剃
下
の
林
園
　
終
に
共
に
住
せ
ん

江
南
の
風
月
会
ず
重
ね
て
半
ば
ん
〔
自
注
〕
①

由
来
　
事
過
ぐ
れ
ば
　
多
く
は
惜
し
む
に
堪
え
た
り

何
ぞ
況
ん
や
蘇
州
の
汝
州
に
勝
れ
る
を
や
〔
自
注
〕
②

　
　
　
　
　
　
　
　
①
先
與
李
六
有
此
二
句
配
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
に
早
世
と
此
の
二
句
の
約
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
②
李
前
刺
蘇
州
故
有
是
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
李
穐
前
に
蘇
州
に
刺
た
り
、
故
に
是
の
旬
あ
り
）

　
詩
の
題
に
よ
れ
ば
．
買
損
は
汝
州
刺
史
で
あ
り
、
白
層
易
が
作
っ
た
「
昊
中
の

旧
遊
を
憶
う
五
首
」
の
詩
に
、
李
諒
が
和
し
た
詩
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
答
え
た
の

が
こ
の
詩
で
あ
り
、
大
和
二
年
（
八
二
八
）
、
白
居
易
が
刑
部
侍
郎
の
時
の
作
と

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
白
の
も
と
の
詩
も
、
李
が
和
し
た
詩
も
伝
わ
ら
な
い
。
こ
の

詩
に
は
、
2
箇
所
に
自
注
①
、
②
が
あ
り
、
①
に
よ
っ
て
、
江
南
の
地
で
の
再
会
．

②
に
よ
っ
て
、
李
諒
が
汝
州
刺
史
の
前
に
蘇
州
刺
史
で
あ
っ
た
の
で
、
汝
州
よ
り

蘇
州
の
方
が
は
る
か
に
景
勝
の
地
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
白
居
易
は

示
し
た
。
李
諒
と
の
交
友
関
係
は
こ
の
詩
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。

　
李
諒
と
の
詩
は
以
上
の
八
首
で
あ
る
。
正
史
に
伝
を
載
せ
な
い
李
諒
に
つ
い
て
．

白
層
易
の
詩
か
ら
分
か
る
李
諒
の
事
跡
を
整
理
し
て
お
く
な
ら
ば
、
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い
我
が
身
を
悲
観
し
．
こ
の
詩
を
詠
じ
た
も
の
。
白
居
易
に
は
当
時
八
歳
に
な
る

娘
の
阿
羅
が
い
た
。

　
次
の
詩
は
、
李
諒
の
寄
せ
た
七
言
十
六
句
の
古
詩
に
対
し
て
．
同
じ
型
式
に
よ

る
答
詩
で
あ
る
。

　
　
　
蘇
州
李
中
丞
以
元
日
郡
齋
感
懐
詩
寄
微
発
振
予
輔
依
來
篇
七
言
八
韻
走
筆

　
　
　
奉
答
兼
愛
上
之
（
器
霧
）

　
　
　
　
蘇
州
の
李
中
鷺
、
元
日
郡
斎
感
懐
の
詩
を
以
て
微
之
及
び
予
に
寄
す
。

　
　
　
　
輯
ち
来
篇
七
言
八
韻
に
依
り
、
筆
を
走
ら
せ
て
奉
答
し
、
兼
ね
て
微
之

　
　
　
　
に
呈
す

自
首
鯨
杭
白
太
守

部
拓
拠
名
來
已
還

一
辮
滑
北
故
園
春

受
書
江
南
新
歳
酒

杯
前
笑
歌
徒
勉
強

鏡
裏
形
容
漸
衰
朽

領
郡
衛
當
馬
蝉
年

鄭
州
喜
得
平
生
友

長
鷺
草
接
松
江
岸

曲
水
花
連
鏡
湖
口

老
去
還
能
痛
飲
無

春
來
曾
作
閑
遊
否

一
慧
鶯
傳
証
醐
報
李
上
ハ

白
首
　
余
杭
の
白
太
守

落
拓
　
名
を
拠
っ
て
来
巳
に
久
し

一
た
び
山
北
故
園
の
春
を
辞
し

再
び
江
南
新
歳
の
酒
を
把
る

婦
徳
の
笑
歌
　
徒
ら
に
勉
強
し

夢
裏
の
形
容
　
漸
く
衰
朽
す

領
郡
　
濠
倒
の
年
に
当
た
る
を
漸
じ

隠
州
　
平
生
の
友
を
得
た
る
を
喜
ぶ

長
洲
　
草
は
接
す
　
松
江
の
岸

曲
水
　
花
は
連
な
る
　
鏡
湖
の
口

老
い
去
っ
て
　
還
た
能
く
痛
飲
す
る
や
無
や

春
来
た
っ
て
　
曽
ち
問
遊
を
費
す
や
否
や

鴬
に
愚
り
語
を
伝
え
て
　
李
六
に
報
じ

　
情
鴉
墨
書
質
置
九
　
　
雁
を
情
い
書
を
鞭
て
　
元
船
に
与
う

　
莫
嵯
一
日
口
催
人
　
　
嵯
く
莫
か
れ
　
一
ロ
　
日
人
を
催
す
を

　
且
貴
一
年
年
入
手
　
　
且
つ
一
年
　
下
手
に
入
る
を
貴
ば
ん

　
詩
の
題
に
「
蘇
州
の
李
中
丞
」
と
あ
る
の
で
、
李
諒
は
蘇
州
刺
史
、
御
史
中
丞

の
官
に
あ
り
、
蘇
州
に
赴
任
し
て
い
た
。
「
郡
斎
」
つ
ま
り
刺
史
の
官
舎
で
の
感

懐
の
詩
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
「
微
之
」
は
元
積
の
こ
と
で
．
こ
の
時
御
史
大
夫
・

漸
東
観
察
使
・
越
州
刺
史
の
官
に
あ
り
、
越
州
に
い
た
。
白
は
杭
州
、
李
は
蘇
州
．

元
は
越
州
、
三
人
は
近
隣
の
州
に
い
た
の
で
あ
っ
た
。
二
た
び
滑
北
の
故
園
を

辞
し
、
再
び
江
南
の
新
歳
の
酒
を
把
る
」
の
句
に
よ
り
、
故
郷
を
離
れ
て
か
ら
二

度
目
の
新
年
の
酒
、
す
な
わ
ち
長
慶
、
一
年
十
月
に
杭
州
刺
史
と
な
っ
て
以
来
、
、
一

度
目
長
慶
四
年
の
正
月
を
意
味
し
、
そ
れ
は
同
時
に
こ
の
詩
の
作
ら
れ
た
時
期
で

も
あ
る
。
「
長
州
草
は
松
江
に
接
し
、
曲
水
花
は
連
な
る
鏡
湖
の
口
」
の
句
は
、

三
人
の
在
任
地
が
近
い
こ
と
を
い
う
。
「
長
州
」
は
最
初
の
詩
に
見
え
た
「
茂
苑
」

の
こ
と
、
李
諒
の
い
る
蘇
州
に
あ
り
、
「
松
江
」
は
呉
松
江
、
蘇
州
に
近
い
。
「
鏡

湖
」
は
元
積
の
い
る
越
州
の
湖
で
あ
る
。
年
を
と
っ
て
も
、
と
も
に
痛
飲
し
、
新

春
に
も
、
と
も
に
閑
遊
で
き
る
か
ど
う
か
、
な
れ
ば
蘇
州
ま
で
は
春
の
鶯
に
伝
言

を
、
少
し
遠
い
越
州
に
は
雁
に
便
り
を
運
ば
せ
よ
う
、
と
、
二
年
一
年
、
老
衰

を
増
す
と
嘆
か
ず
、
年
を
得
る
こ
と
を
貴
重
だ
と
し
よ
う
」
と
の
詩
を
二
人
に
贈
っ

た
。

○
白
居
易
・
銭
徽
・
李
諒
の
相
互
関
係
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十
年
後
で
あ
る
。
元
和
十
年
（
八
一
五
）
、
四
十
四
歳
、
白
居
易
が
江
州
司
馬
に

左
遷
さ
れ
そ
の
地
に
向
か
う
道
中
に
お
い
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。

　
　
　
糖
筆
陣
地
雨
山
号
寄
李
ム
ハ
郎
中
（
O
⑩
O
麟
）

　
　
　
　
鷲
鼻
浦
に
て
雨
夜
李
六
郎
中
に
寄
す

　
　
　
　
　
「
独
樹
浦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
、

　
　
初
め
の
二
旬
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
こ
の
詩
に
よ
れ
ば
、

に
し
た
仲
で
あ
っ
た
と
い
う

雨
の
夜
孤
舟
に
身
を
託
し
、

の
心
境
が
分
か
る
は
ず
だ
、

思
わ
せ
る
。

　
先
の
二
首
は
、
李
諒
は
「
拾
遺
」
（
左
・
右
）
、
白
居
易
は
校
書
郎
、
こ
の
詩
は

李
諒
は
尚
書
省
身
中
、
手
掌
易
は
江
州
司
馬
、
後
者
は
別
と
し
て
も
李
諒
の
ほ
う

　
罪
質
爾
家
同
予
習

　
何
曾
一
慮
不
追
随

　
閑
遊
預
算
分
朝
日

　
静
話
多
見
台
寸
時

　
花
下
放
狂
逸
黒
飲

　
承
前
起
坐
徹
明
棋

　
可
知
風
雨
孤
舟
夜

　
藍
葦
叢
中
作
此
詩

　
詩
の
題
の

渡
し
場
で
あ
ろ
う
。

た
。

し
い
。

忽
ち
憶
う
　
両
家
　
里
巷
を
同
じ
う
せ
ん
こ
と
を

何
ぞ
　
曽
て
　
一
処
か
追
随
せ
ざ
ら
ん

曾
遊
　
重
め
算
す
　
分
朝
の
ロ

静
話
　
多
く
同
じ
う
す
　
待
漏
の
時

花
下
に
放
置
し
て
　
黒
を
衝
き
て
飲
み

燈
前
に
起
坐
し
て
　
明
を
徹
し
て
棋
す

知
る
べ
し
　
風
雨
孤
舟
の
夜

芦
葦
の
叢
中
　
此
の
詩
を
作
る
を

の
所
在
は
、
長
安
か
ら
江
州
に
至
る
ま
で
の
ど
こ
か
の

　
藁
葺
は
「
郎
中
」
つ
ま
り
「
尚
書
省
郎
中
」
で
あ
っ

　
　
李
諒
は
白
居
易
と
同
じ
昭
国
里
に
住
ん
で
い
た
ら

　
行
楽
も
登
庁
も
、
飲
酒
も
三
昧
も
、
常
に
行
動
を
共

　
。
肝
胆
相
照
ら
す
仲
ゆ
え
、
江
州
左
遷
の
途
次
、
風

　
芦
葦
の
叢
の
な
か
で
こ
の
詩
を
作
っ
た
私
、
白
居
易

　
と
い
う
詩
意
は
、
李
六
郎
中
と
の
関
係
の
親
密
さ
を

が
上
位
の
官
に
い
る
。
ち
な
み
に
、
従
八
品
上
と
正
九
品
上
、
従
五
品
上
と
正
六

晶
下
の
官
で
あ
る
。
李
諒
の
ほ
う
が
や
や
年
輩
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
三
首
に
よ
っ
て
、
李
諒
が
永
貞
元
年
に
は
（
左
・
右
）
拾
遺
、
元
和

十
年
に
は
尚
書
郎
中
で
あ
っ
た
こ
と
、
最
初
に
挙
げ
た
二
首
に
よ
っ
て
、
長
慶
、
一

年
に
は
蘇
州
刺
史
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
白
居
易
と
の
接
触
に
よ
る
結
果
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
銭
徽
と
同
じ
く
蘇
州
刺
史
李
諒
と
の
交
友
を
示
す
詩
は
他
に
も
二
首
あ

り
、
一
首
は
李
蘇
州
の
詩
に
感
じ
て
詠
ん
だ
も
の
、
も
う
一
首
は
、
元
日
に
李
諒

が
七
言
八
郷
の
感
懐
の
詩
を
白
居
易
と
元
種
に
寄
せ
た
の
で
答
詩
を
贈
り
、
元
積

に
も
呈
上
し
た
も
の
、
で
あ
る
。
両
詩
と
も
に
長
慶
四
年
（
八
〇
四
）
の
作
で
、

白
居
易
は
ま
だ
杭
州
刺
史
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
の
二
首
を
次
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、

　
　
　
見
李
蘇
州
徳
望
阿
武
詩
霊
感
成
詠
（
雛
譲
）

　
　
　
　
李
蘇
州
の
男
阿
武
の
詩
を
示
す
を
見
、
自
ら
感
じ
て
詠
を
成
す

　
遙
羨
青
雲
裏
　
　
遥
か
に
羨
む
　
青
雲
の
裏

　
祥
骨
質
南
国
　
　
祥
鷺
　
正
に
雛
を
引
く
を

　
自
憐
澹
海
一
帯
　
　
自
ら
憐
れ
む
　
槍
海
の
畔

　
老
蛙
不
生
珠
　
　
老
蛙
　
珠
を
生
ぜ
ざ
る
を

　
詩
の
題
に
よ
れ
ば
、
李
蘇
州
の
息
子
の
阿
武
が
作
っ
た
詩
を
見
せ
ら
れ
て
の
作

で
、
息
子
を
持
た
な
い
白
居
易
の
羨
む
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
「
藩
儒
」
は
瑞
鳥
．

李
諒
に
た
と
え
た
も
の
。
「
澹
海
」
は
海
の
こ
と
、
最
初
の
詩
に
も
「
倶
に
槍
海

郡
に
来
た
り
」
と
あ
っ
た
。
「
老
蛙
」
は
老
い
た
は
ま
ぐ
り
穐
老
妻
に
た
と
え
た
。

こ
の
よ
う
な
詩
を
作
る
息
子
を
持
っ
た
の
が
羨
ま
し
く
、
老
妻
が
息
子
を
生
ま
な



149白居易の交友関係

く
な
り
、
李
六
、
崔
、
一
握
六
の
両
人
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
招
待
状
は
書
面
で
は

な
く
こ
の
詩
で
あ
っ
た
。
「
唐
昌
」
は
唐
昌
観
の
こ
と
、
朱
雀
門
街
の
西
、
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
注
五
］

街
の
安
業
事
に
あ
っ
た
道
観
。
「
溶
岩
」
は
玉
献
花
、
唐
代
に
珍
重
さ
れ
た
花
で
、

唐
昌
観
は
玉
蘂
花
の
名
所
で
あ
っ
た
。
「
崇
敬
」
は
寺
の
名
、
朱
雀
門
街
の
東
、

第
二
街
靖
安
野
に
あ
っ
た
尼
寺
。
牡
丹
の
名
所
の
一
つ
。
唐
代
で
は
慈
恩
寺
や
西

明
寺
が
牡
丹
の
名
所
と
し
て
名
高
い
。
牡
丹
の
花
の
盛
り
の
時
期
は
、
三
月
卜
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
六
」

日
ご
ろ
か
ら
晩
春
に
か
け
て
で
あ
り
、
開
花
の
期
間
は
二
十
日
ほ
ど
で
あ
る
。

　
遺
構
花
が
散
り
過
ぎ
、
牡
丹
の
花
の
時
節
が
到
来
し
た
、
そ
の
時
の
作
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
校
書
郎
の
職
を
辞
し
剃
科
の
試
験
を
目
前
に
し
た
元
和
元
年

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
同
時
に
「
半
月
芸
香
の
俸
」
す
な
わ
ち
校
書
論
の
半
月
分
の

俸
給
、
そ
れ
を
「
帰
艦
」
す
な
わ
ち
帰
郷
用
の
食
糧
（
か
て
）
に
せ
ず
、
「
酒
費
」

す
な
わ
ち
酒
代
に
し
よ
う
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
校
二
郎
在
任
中
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
先
の
「
桃
花
」
の
詩
と
同
じ
く
永
貞
元
年
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
詩
の
題
に
見
え
る
も
う
一
人
の
「
崔
二
十
六
先
輩
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

不
詳
で
あ
る
。

　
自
動
易
が
「
桃
花
」
．
「
牡
丹
」
の
時
節
に
、
招
い
て
共
に
酒
を
飲
ん
だ
李
六
が
、

初
め
に
挙
げ
た
詩
の
李
蘇
州
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
拠
り
所
と
さ
れ
る
の
は
．
元
積
の
「
孤
山
永
福
寺
の
石
壁
の
法
華
経
記
」

に
「
凡
そ
銭
を
経
に
輸
す
こ
と
、
貴
き
者
は
御
史
中
洲
・
蘇
州
刺
史
李
諒
の
若
き

も
の
有
り
」
と
あ
る
の
と
、
『
全
唐
詩
」
巻
四
六
一
二
、
李
諒
の
項
に
、
「
蘇
州
の
、

元
口
郡
齋
に
て
の
感
懐
を
越
州
の
元
相
公
・
杭
州
の
白
舎
人
に
寄
す
」
と
い
う
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
七
］

が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
注
に
、
「
時
に
長
慶
四
年
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
『
全
唐
詩
」
の
詩
人
小
伝
に
、
「
李
諒
、
字
は
重
言
。
三
た
び
劇
縣

を
宰
り
、
再
び
学
事
と
為
る
。
京
兆
ヂ
に
終
わ
る
。
詩
は
一
首
。
」
と
い
う
李
諒

の
さ
さ
や
か
な
伝
記
を
載
せ
る
。
こ
の
二
つ
が
、
李
蘇
州
、
営
養
、
字
は
復
言
、

を
結
び
つ
け
る
拠
り
所
で
あ
る
。

　
ま
た
柳
宗
元
の
「
王
戸
部
の
爲
に
李
諒
を
薦
む
る
表
」
に
．
「
臣
、
度
支
等
の

耐
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
り
、
（
李
）
諒
を
以
て
巡
官
と
為
す
も
、
未
だ
薦
聞
に
及

ば
ず
。
・
－
…
－
伏
し
て
天
恩
を
望
み
、
授
く
る
に
諌
官
を
以
て
し
．
献
納
に
備
え
し

め
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
嚴
府
元
亀
」
に
「
李
諒
左
拾
遺
と
為
る
。

元
和
二
年
．
…
…
交
遊
狼
雑
な
る
を
以
て
、
…
…
産
生
さ
れ
て
糞
意
県
令
と
為
る
」

（
巻
四
八
一
、
心
血
部
諮
責
の
項
）
の
記
事
に
よ
っ
て
、
李
諒
が
左
拾
遺
、
ま
た

元
和
、
一
年
冬
澄
城
県
令
に
疑
さ
れ
た
こ
と
の
証
と
す
る
。

　
先
の
．
「
桃
花
」
ま
た
「
牡
丹
」
観
賞
を
兼
ね
た
飲
酒
へ
の
招
待
の
二
首
の
詩

は
、
詩
の
題
に
「
李
拾
遺
」
「
李
六
拾
遺
」
と
あ
り
、
李
諒
が
（
左
・
右
）
拾
遺

の
時
期
で
あ
る
。

　
銭
徽
は
、
『
旧
唐
書
」
『
新
唐
書
」
に
伝
を
載
せ
る
が
、
李
諒
は
、
爾
聖
書
に
伝

が
見
え
ず
、
『
全
唐
詩
』
の
小
伝
の
み
で
あ
る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、

李
諒
は
『
全
唐
詩
』
に
詩
一
首
を
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
銭
徽
は
『
全
唐
詩
」
に

一
首
の
詩
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　
最
初
に
挙
げ
た
「
初
め
に
爆
撃
に
到
り
－
…
」
（
嶺
誌
）
の
詩
を
贈
っ
た
相
手
．

李
蘇
州
と
銭
湖
州
の
両
人
と
白
居
易
と
の
最
初
の
出
会
い
、
両
人
の
身
上
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

　
李
諒
と
の
最
初
の
出
会
い
の
後
、
次
に
李
諒
と
の
接
触
が
詩
に
現
れ
る
の
は
、



東海学園大学研究紀要　第9号150

　
白
居
易
が
車
身
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
自
居
易
と
翰
墨
と
の
出
会

い
よ
り
も
少
し
早
い
時
期
で
、
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
も
し
く
は
元
和
元
年
（
八

〇
六
）
、
白
居
易
が
長
安
の
永
崇
里
に
あ
っ
た
道
観
の
華
陽
観
に
寓
居
し
て
い
た

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
時
の
詩
が
次
に
挙
げ
る
七
言
絶
句
で
あ
る
。

　
　
　
面
面
観
桃
花
時
招
李
六
拾
遺
飲
♂
爵
G
。
）

　
　
　
　
華
黒
革
の
桃
花
の
時
．
李
拾
遺
を
招
い
て
飲
む

　
華
雑
観
裏
仙
桃
登
　
　
華
陽
観
裏
　
仙
桃
開
く

　
把
酒
看
花
心
自
知
　
　
酒
を
杷
り
花
を
看
て
　
心
自
ら
知
る

　
孚
忍
開
時
不
同
酔
　
　
争
で
か
忍
び
ん
　
開
時
点
を
同
じ
う
せ
ざ
る
に

　
明
朝
後
日
即
空
地
　
　
明
朝
後
口
　
即
ち
側
枝
た
ら
ん

　
た
だ
し
、
二
人
の
出
会
い
が
永
貞
元
年
で
あ
れ
ば
、
自
居
易
は
二
年
前
に
親
友

元
積
と
と
も
に
書
判
抜
葦
科
に
及
第
し
、
そ
ろ
っ
て
秘
書
意
趣
書
郎
に
任
じ
ら
れ
、

華
陽
観
に
寓
層
し
て
い
た
時
と
な
る
。
翌
年
の
元
和
元
年
（
永
貞
二
年
）
で
あ
れ

ば
、
校
書
郎
を
辞
し
て
蓄
積
等
と
華
陽
観
に
こ
も
り
．
制
科
の
試
験
を
目
指
し
て

猛
勉
強
に
励
ん
で
い
た
時
で
あ
る
。
な
お
制
科
に
及
第
し
た
の
は
、
四
月
十
三
日
、

元
積
が
第
三
位
、
白
居
易
が
第
四
位
で
あ
り
、
元
山
は
左
拾
遺
、
確
率
易
は
整
藩

翰
尉
と
な
る
。

　
桃
の
花
の
開
花
の
時
節
は
二
月
、
白
居
易
の
当
時
の
状
況
等
か
ら
考
え
れ
ば
、

桃
花
観
賞
の
精
神
的
余
裕
は
、
目
前
に
受
験
を
控
え
た
時
期
よ
り
も
、
校
書
郎
の

身
で
行
楽
の
時
節
を
謳
歌
で
き
る
前
者
の
永
貞
元
年
の
方
が
よ
り
適
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
な
ら
ば
、
李
諒
と
の
交
友
は
銭
徽
よ
り
も
三
年
前
に
始

ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
詩
の
題
に
あ
る
「
李
六
」
が
、
先
に
挙
げ
た
李
蘇
州
、
事
犯
だ
と
い
わ
れ
る
。

「
六
」
は
排
行
。
「
拾
遺
」
は
官
名
で
あ
り
、
左
拾
遺
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。　

こ
の
「
李
六
」
を
、
先
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
招
待
し
た
詩
が
あ
る
。
観
賞
す
る

の
は
桃
で
は
な
く
牡
丹
だ
が
、
花
見
酒
を
飲
も
う
と
の
誘
い
は
同
じ
趣
向
で
あ
る
。

　
　
　
自
城
東
至
群
馬
代
書
戯
招
李
六
拾
遺
崔
二
十
六
先
輩
（
O
欝
心
）

　
　
　
　
城
東
よ
り
至
り
、
詩
を
以
て
書
に
代
え
、
戯
れ
に
李
六
拾
遺
・
崔
二
十

　
　
　
　
六
先
輩
を
招
く

　
青
羅
拝
馬
　
心
期
　
　
青
門
　
馬
を
走
ら
せ
て
　
心
期
を
　
う

　
稠
帳
蹄
來
巳
校
遅
　
　
凋
帳
　
帰
来
　
巳
に
校
よ
遅
し

　
鷹
過
唐
買
玉
蘂
後
　
　
応
に
　
唐
昌
玉
蘂
の
後
を
過
ぎ

　
猶
當
崇
敬
牡
丹
時
　
　
猶
お
　
崇
敬
牡
丹
の
時
に
当
た
る
べ
し

　
暫
遊
軍
憶
崔
先
輩
　
　
暫
く
遊
び
　
還
っ
て
憶
う
　
崔
先
輩

　
欲
醇
野
趣
李
拾
遺
　
　
酔
わ
ん
と
欲
し
て
　
先
ず
沿
う
　
李
拾
遺

　
尚
残
半
月
芸
香
俸
　
　
尚
お
残
る
　
半
月
芸
香
の
俸

　
不
作
蹄
無
作
単
費
　
　
帰
糧
と
作
さ
ず
し
て
　
鶴
甲
と
作
す

　
こ
の
詩
は
、
先
の
「
桃
花
観
賞
」
の
詩
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
「
城
東
」
は
長
安
城
の
東
、
「
青
畳
」
は
長
安
城
の
東
南
の
門
、
漢
代
は
覇

城
門
と
呼
ば
れ
た
。
門
の
色
が
青
い
の
で
青
城
門
、
ま
た
青
笹
と
い
う
。
「
心
期
」

は
心
に
期
す
る
所
、
こ
こ
は
心
の
友
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
長
安
城
の
青
門
か
ら
馬

を
駆
っ
て
友
人
を
訪
う
た
の
に
、
会
え
ず
が
っ
か
り
し
て
遅
く
な
っ
て
か
ら
帰
宅

し
、
こ
の
牡
丹
花
の
盛
り
の
時
節
に
、
懐
中
の
有
り
金
を
は
た
い
て
酒
を
飲
み
た
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進
士
の
試
験
を
め
ぐ
っ
て
の
事
件
が
も
と
で
江
州
刺
史
に
疑
さ
れ
、
つ
い
で
湖
州

刺
史
に
転
じ
、
號
州
刺
史
に
遷
る
。

　
た
だ
し
銭
徽
が
湖
州
刺
史
と
な
っ
た
日
時
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
と
い
う
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
、
、
ご

湖
州
刺
史
に
転
じ
た
こ
と
を
記
す
の
は
『
新
唐
書
』
の
銭
徽
の
伝
だ
け
で
あ
る
。

左
遷
の
地
江
州
か
ら
．
湖
州
へ
、
い
っ
た
ん
長
安
に
還
り
、
工
部
侍
郎
と
な
る
が

ま
た
甲
州
刺
史
に
転
出
す
る
。
穆
宗
の
長
慶
年
間
の
銭
徽
は
正
し
く
不
遇
の
身
で

あ
っ
た
。
初
め
に
挙
げ
た
、
一
首
の
詩
は
、
銭
徽
が
湖
州
刺
史
で
あ
っ
た
こ
と
を
証

す
る
も
の
だ
が
、
実
は
こ
の
二
首
の
他
に
湖
州
刺
史
食
年
の
こ
と
を
詠
ん
だ
白
居

易
の
詩
が
も
う
一
首
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
歳
の
日
に
銭
湖
州
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
を

酒
を
飲
み
な
が
ら
吟
じ
、
作
っ
た
と
い
う
、
次
に
挙
げ
る
五
言
律
詩
で
あ
る
。

　
　
　
小
歳
ロ
封
事
吟
銭
湖
州
所
寄
詩
（
お
蕊
）

　
　
　
　
小
難
の
ロ
、
酒
に
対
し
銭
湖
州
が
寄
せ
し
所
の
詩
を
吟
ず

　
猫
酌
無
聖
典
　
　
独
り
酌
み
て
　
多
興
無
し

　
閑
吟
有
所
思
　
　
問
吟
し
て
　
所
思
有
り

　
一
盃
新
歳
酒
　

一
杯
新
歳
の
酒

　
爾
旬
故
人
詩
　
　
両
旬
　
故
人
の
詩

　
楊
柳
初
黄
口
　
　
雲
影
　
初
め
て
黄
な
る
口

　
弁
髪
半
白
時
　
　
髭
髪
　
半
ば
白
き
時

　
蹉
跣
春
氣
味
　
　
蹉
跣
た
り
　
春
の
気
味

　
彼
此
老
心
知
　
　
彼
此
　
老
心
知
る

　
詩
の
題
に
い
う
「
小
歳
」
は
、
「
騰
」
の
翌
日
の
こ
と
。
「
騰
」
は
冬
至
の
後
の

第
三
の
戌
の
口
。
白
居
易
が
こ
の
詩
を
作
っ
た
の
は
．
長
慶
三
年
（
八
二
三
）
で

あ
る
。
長
慶
三
年
中
卯
は
、
ト
一
月
十
三
日
置
癸
亥
）
が
冬
至
で
、
冬
至
の
後
の

第
三
の
戌
．
卜
、
一
月
十
八
日
（
戊
戌
）
が
騰
で
あ
り
．
騰
の
翌
日
つ
ま
り
小
歳
は

十
二
月
卜
九
ロ
で
あ
り
、
こ
の
日
に
詩
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
白

居
易
が
こ
の
詩
を
作
る
に
際
し
て
、
吟
じ
た
と
い
う
銭
徽
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
は

残
っ
て
い
な
い
。

　
独
酌
の
酒
は
う
ま
く
も
な
い
が
君
の
詩
を
吟
ず
れ
ば
思
う
所
が
あ
る
。
「
故
人
」

は
古
な
じ
み
の
友
、
銭
徽
。
新
年
の
酒
、
ま
た
柳
の
黄
の
新
芽
が
出
る
新
春
も
間

近
、
ご
ま
し
お
ま
じ
り
の
半
白
の
髭
髪
で
、
短
い
た
人
生
の
春
の
気
分
は
「
彼
此
」

き
み
、
銭
徽
と
、
こ
の
、
白
居
易
の
老
人
の
心
だ
け
に
は
分
か
る
の
だ
、
と
、
都

か
ら
遠
方
の
地
方
官
と
な
っ
て
い
る
者
同
士
の
共
有
す
る
心
情
を
述
べ
て
い
る
。

　
最
初
に
挙
げ
た
李
蘇
州
、
銭
湖
州
の
二
人
を
対
象
と
し
た
二
首
、
そ
し
て
銭
湖

州
個
人
を
詠
ん
だ
こ
の
一
首
、
合
わ
せ
て
三
首
の
詩
は
銭
徽
が
湖
州
刺
史
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
実
に
示
し
て
い
る
。
史
料
で
は
た
ど
れ
ぬ
事
跡
が
．
白
居
易
の
詩
を

傍
証
と
し
て
証
明
さ
れ
る
一
例
で
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
銭
徽
は
都
に
還
り
⊥
部
侍
郎
と
な
る
が
、
ま
た

華
州
刺
史
と
し
て
地
方
に
転
出
す
る
。
長
暦
・
宝
暦
年
間
の
銭
徽
は
大
半
が
地
方

官
の
身
で
あ
っ
た
。
穆
宗
が
崩
じ
て
後
、
文
応
の
大
和
元
年
（
八
二
七
）
、
尚
書

左
丞
と
な
る
が
、
卜
二
月
に
再
び
華
州
刺
史
と
し
て
転
出
す
る
。
そ
し
て
翌
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
四
」

は
吏
部
尚
書
で
致
仕
．
そ
の
翌
年
の
三
月
に
七
十
五
歳
で
亡
く
な
る
。

○
白
居
易
と
李
諒
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翰
林
学
士
の
官
に
あ
り
、
三
月
ほ
ど
お
く
れ
て
、
銭
徽
は
祠
部
員
外
郎
・
翰
林
学

士
に
除
せ
ら
れ
、
二
人
が
翰
林
院
の
同
僚
と
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
白
居
易
の

銭
徽
と
の
初
め
て
の
交
友
関
係
は
、
次
に
挙
げ
る
二
首
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
　
　
冬
夜
輿
銭
員
外
同
直
禁
中
（
謹
鎗
）

　
　
　
　
冬
夜
銭
員
外
と
同
じ
く
禁
中
に
直
す

夜
深
草
詔
罷

霜
月
凄
凛
凛

欲
船
下
残
斎

燈
前
相
封
飲

連
管
青
練
被

封
置
通
中
枕

髪
髭
百
鯨
宵

輿
君
同
勢
寝

夜
深
け
て
　
詔
を
草
し
罷
み

霜
月
　
凄
と
し
て
凛
凛
た
り

臥
せ
ん
と
欲
し
て
　
残
盃
を
媛
め

燈
前
に
　
相
対
し
て
飲
む

連
ね
鋪
く
　
欝
欝
の
被

対
べ
置
く
　
通
中
の
枕

髪
髭
た
り
　
湯
谷
の
宵

君
と
　
此
の
寝
を
同
じ
う
す

和
銭
員
外
禁
中
夙
細
見
示

　
銭
員
外
の
禁
中
夙
に
黒
き
示
さ
る
る
に
和
す

窩
白
星
漢
曙

王
難
燈
火
餓

坐
巻
朱
平
幕

看
封
紫
誓
書

窃
窩
鐘
漏
盤

腫
腫
霞
黙
思

窓
は
白
し
　
星
漢
の
曙

窓
は
暖
な
り
燈
火
の
余

坐
な
が
ら
　
買
置
の
幕
を
巻
き

紫
泥
の
書
を
封
ず
る
を
看
る

窃
窃
と
し
て
　
鐘
漏
尽
く

腫
腫
た
る
　
霞
景
の
初

（O

齒
ﾝ
）

櫻
毫
紅
照
耀

松
竹
青
果
疏

君
愛
馬
時
好

廻
頭
特
謂
余

不
知
上
清
界

曉
景
復
何
如

二
首
と
も
に
、

詔
を
草
し
罷
み
」
、

き
、
紫
泥
の
書
を
封
ず
る
を
看
る
」

夜
、
ま
た
夜
明
け
の
場
景
を
表
現
し
た
詩
で
あ
る
。

　
当
時
、
白
層
易
は
三
卜
七
歳
、
銭
徽
は
白
居
易
よ
り
十
七
歳
年
長
な
の
で
五
十

四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
白
層
易
は
元
和
六
年
（
八
二
）
、
母
の
喪
に
服
し
て
故
郷
の
下
邦
に
退
居
す

る
ま
で
三
年
半
、
銭
徽
は
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
、
准
西
討
伐
に
関
す
る
上
疏

が
憲
宗
の
怒
り
に
触
れ
罷
免
さ
れ
る
ま
で
の
約
卜
年
間
、
翰
林
学
士
の
職
に
あ
り
．

白
層
易
は
校
書
郎
か
ら
京
兆
磐
戸
曹
参
軍
、
輿
車
は
祠
部
員
外
郎
か
ら
中
書
舎
人

の
官
に
あ
っ
た
。
二
人
が
同
時
に
翰
林
院
に
い
た
の
は
、
白
居
易
が
翰
林
学
士
の

職
を
辞
す
る
ま
で
の
二
年
半
ほ
ど
で
、
こ
の
当
時
、
白
居
易
は
銭
徽
と
親
密
な
交

友
ま
た
詩
友
関
係
に
あ
っ
た
。
白
革
易
と
銭
徽
と
の
関
係
を
示
す
詩
は
三
十
首
近

い
が
、
翰
林
学
士
時
代
の
も
の
が
半
数
を
こ
え
て
い
る
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

後
に
示
す
）

　
次
い
で
．
銭
徽
は
、
穆
宗
の
長
慶
元
年
（
八
一
二
）
に
礼
部
侍
郎
と
な
る
が
、

　
楼
台
　
紅
照
耀
し

　
松
竹
　
青
扶
疏
た
り

　
君
　
此
の
時
の
好
き
を
愛
し

　
頭
を
廻
ら
し
て
　
特
に
余
に
謂
う

　
知
ら
ず
　
上
清
界

　
暁
景
　
復
た
何
如
と

元
和
三
年
（
八
○
八
）
の
作
で
あ
り
、
前
の
詩
の
「
夜
深
け
て

「
青
繰
の
被
」
、
「
通
中
の
枕
」
．
後
の
詩
の
「
朱
墨
の
幕
を
巻

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
句
は
、
翰
林
学
士
と
し
て
宿
｛
直
し
た
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寄
與
江
城
州
酒
翁

錨
脚
三
州
何
慮
會

甕
頭
一
蓋
幾
時
草

蝦
如
竹
葉
盈
樽
緑

飲
作
桃
井
化
上
面
紅

莫
怪
股
勤
最
相
繋

馬
陪
西
省
輿
南
宮

　
こ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
の
は
、

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

湖
州
の
名
酒
、
箸
下
酒
を
、

送
っ
て
来
た
が
、
い
っ
し
ょ
に
飲
め
な
い
の
で
、

下
酒
」
は
．
箸
渓
の
水
で
醸
造
し
た
酒
。

毎
口
一
度
殴
（
投
）
じ
て
熟
成
さ
せ
る
の
で
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
。

は
陶
淵
明
の
「
飲
酒
の
詩
」

に
述
べ
る
江
州
刺
史
に
始
ま
る
地
方
流
浪
の
失
意
の
生
活
に
対
す
る

意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ん
．
白
居
易
自
ら
を
い
う

足
の
な
べ
（
錨
）
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
．

こ
れ
で
は
会
す
る
こ
と
も
、

酒
の
よ
う
に
緑
い
ろ
を
し
て
、

な
る
。
か
つ
て
は
西
省
や
南
宮
で
侍
し
た
な
か
ま
だ
か
ら
、

を
思
う
の
を
註
し
ま
な
い
で
ほ
し
い

寄
せ
て
　
江
城
の
玉
酒
翁
に
与
う

聖
王
の
三
州
　
何
れ
の
処
に
か
会
せ
ん

学
頭
の
一
蓋
　
幾
時
に
か
同
じ
う
せ
ん

傾
く
れ
ば
　
竹
葉
の
如
く
　
樽
に
盈
ち
て
緑
に

飲
め
ば
　
桃
花
と
作
り
　
面
に
上
り
て
紅
な
り

怪
し
む
莫
か
れ
　
股
勤
に
最
も
相
憶
う
を

撃
て
　
西
省
と
南
宮
と
に
冒
せ
り

　
　
こ
の
年
の
十
一
月
か
十
二
月
、
歳
末
ま
で
の
間
で

詩
に
は
二
種
類
の
名
酒
が
登
場
す
る
。
銭
湖
州
、
徽
は

　
李
蘇
州
、
諒
は
蘇
州
の
名
酒
、
五
膳
酒
を
相
次
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
懐
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
「
箸

　
　
　
　
　
　
「
五
賢
酒
」
は
．
水
に
麹
米
を
五
日
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
忘
憂
の
物
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
三
二
］

　
の
言
葉
を
使
っ
た
の
だ
が
、
銭
徽
の
現
状
つ
ま
り
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
忘
憂
」
を

　
「
江
城
の
愛
酒
翁
」
は
杭
州
刺
史
の
酒
好
き
の
じ
い

　
。
「
錨
草
の
三
州
」
と
は
、
酒
の
か
ん
を
す
る
三
本

　
　
　
　
　
　
湖
州
・
蘇
州
・
杭
州
の
三
州
の
こ
と
。

　
飲
む
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
傾
け
る
と
、
「
竹
葉
」

　
　
樽
に
満
ち
、
飲
む
と
桃
花
の
よ
う
に
顔
が
あ
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
く
君
た
ち
の
こ
と

　
　
　
　
、
と
、
折
角
の
酒
を
一
同
に
会
し
て
飲
む
場

所
も
、
飲
む
と
き
も
無
い
と
嘆
く
。
「
西
省
」
は
中
書
省
、
「
南
宮
」
は
尚
書
省
の

吏
部
の
こ
と
だ
が
、
白
鯨
易
が
こ
の
、
一
人
と
西
省
も
し
く
は
南
宮
で
勤
務
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
時
期
的
に
ず
れ
が
あ
り
、
事
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。

　
こ
の
二
首
の
詩
は
、
自
居
易
が
杭
州
刺
史
在
任
中
に
、
銭
徽
は
湖
州
刺
史
、
李

諒
は
蘇
州
刺
史
と
し
て
、
三
人
が
今
江
南
の
地
に
い
る
こ
と
、
都
長
安
で
は
極
め

て
親
し
い
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
銭
湖
州
と
李
蘇

州
は
と
も
に
自
居
易
の
若
き
ロ
の
友
人
で
は
あ
る
が
、
こ
の
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
当

人
自
身
の
身
上
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
自
居
易
と
の
交
友
関
係
を
通
し
て
知

る
こ
と
の
で
き
る
面
が
あ
る
。
こ
の
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
と
、
白
居
易
と
の
関
係
に

つ
い
て
次
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
こ
の
二
首
の
詩
の
題
に
見
え
る
、
銭
徽
と
李
諒
は
ど
ち
ら
も
銭
無
の
名
が

先
に
、
李
諒
が
後
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
お
り
、
か
つ
詩
の
中
で
も
こ
の
両
者
の

順
序
は
変
わ
ら
な
い
。
「
初
め
て
…
…
」
の
詩
も
、
入
幕
の
「
雲
渓
」
を
先
に
、

「
銭
湖
州
・
…
－
」
の
詩
も
「
労
す
る
に
箸
下
忘
憂
の
物
を
以
て
し
」
と
銭
徽
を
先

に
す
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
長
幼
の
序
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
李
諒
の
年
齢
は
未

詳
だ
が
、
銭
徽
は
白
居
易
よ
り
は
る
か
に
年
長
者
で
あ
り
、
李
諒
の
年
齢
は
白
居

易
と
ほ
ぼ
同
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

○
白
居
易
と
霊
室

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
罷
業
と
白
居
易
と
の
関
係
か
ら
述
べ
る
。
こ
の
両
者
の
初
め

て
の
出
会
い
は
．
元
和
三
年
（
八
○
八
）
、
白
居
易
は
都
長
安
に
あ
っ
て
左
拾
遺
・
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初
め
て
書
斎
に
到
り
、

倶
來
澹
海
郡

半
作
白
頭
翁

護
道
風
煙
接

何
々
笑
語
神

算
稀
秋
税
引

客
殿
晩
儒
学

霧
後
當
襖
月

潮
來
満
座
風

害
渓
下
冷
僻

曝
露
太
繁
雄

唯
此
鏡
鞍
郡

閑
温
帯
得
中①

二
重
二
郡
一
晒
．

　
詩
の
題
に
「
初
め
て
郡
斎
に
到
り
：
：
：
」

な
わ
ち
ト
月
上
旬
に
作
ら
れ
て
い
る
。

蘇
州
の
両
人
で
あ
り
、

都
長
安
で
の
友
人
で
あ
っ
た
。

両
人
に
対
し
て
着
任
の
挨
拶
の
詩
を
贈
っ
た
。

て
ふ
さ
わ
し
い
詩
型
で
あ
る
。

た
注
（
以
下
、
自
注
と
呼
ぶ
）

　
　
　
　
　
銭
湖
州
・
李
蘇
州
に
寄
す
〔
自
注
〕
①

倶
に
槍
海
郡
に
来
た
り

半
ば
　
白
頭
の
翁
と
作
る

護
に
道
う
　
風
煙
接
わ
る
と

何
ぞ
　
曽
て
　
笑
語
同
じ
か
ら
ん

吏
　
稀
に
し
て
　
秋
税
　
畢
わ
り

客
　
散
じ
て
　
晩
亭
空
し

肥
れ
て
後
　
楼
に
当
た
る
月

潮
来
た
り
て
　
座
に
満
つ
る
風

雲
渓
　
殊
に
冷
僻

欝
欝
　
太
だ
繁
雄

唯
だ
　
此
の
銭
塘
郡

軸
索
　
恰
も
中
を
得
た
り

　
　
　
　
　
故
郷
早
計
之
戯

（
聯
か
、
一
郡
の
一
夕
を
取
り
、
故
に
落
梅
の
戯
有
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
の
で
、
杭
州
着
任
早
々
、
す

　
　
　
　
　
　
　
詩
を
贈
呈
し
た
相
手
は
．
銭
湖
州
及
び
李

　
と
も
に
白
居
易
の
若
き
こ
ろ
．
三
十
代
半
ば
の
こ
ろ
の
、

　
　
　
　
銭
湖
州
は
銭
徽
、
李
蘇
州
は
李
諒
と
言
い
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
言
排
律
は
正
式
の
挨
拶
に
極
め

　
　
　
　
ま
た
詩
の
題
に
付
さ
れ
た
、
白
居
易
自
ら
が
施
し

　
　
　
　
に
、
「
少
し
ば
か
り
、
湖
州
・
蘇
州
の
二
郡
の
刺

史
の
一
笑
を
得
る
た
め
に
、
最
終
の
句
に
戯
れ
言
を
呈
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
．

白
層
易
を
含
め
た
こ
の
三
人
の
交
友
関
係
の
親
密
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
「
槍
海
郡
」
は
、
海
に
近
い
郡
、
つ
ま
り
湖
州
・
蘇
州
・
杭
州
の
郡
を
意
味
す

る
。
お
互
い
に
白
髪
頭
の
年
で
の
地
方
勤
務
で
、
風
煙
の
接
す
る
近
隣
だ
と
言
う

が
、
と
も
に
笑
い
か
つ
話
せ
る
距
離
で
は
な
く
、
杭
州
の
地
は
は
や
秋
の
収
穫
も

終
わ
り
人
影
も
ま
ば
ら
な
冬
の
到
来
の
時
節
だ
と
い
う
。
「
雲
渓
」
は
渓
水
の
名

で
、
別
名
を
苫
渓
水
と
も
い
う
。
漸
江
省
呉
興
言
に
あ
り
、
こ
こ
で
は
湖
州
を
指

す
。
「
冷
僻
」
は
さ
び
し
い
う
ら
ぶ
れ
た
僻
地
、
出
舎
を
い
う
。
銭
徽
の
い
る
湖

州
。
「
茂
苑
」
は
蘇
州
に
あ
り
、
長
州
苑
と
も
言
わ
れ
る
。
西
晋
の
左
思
の
「
呉

都
の
賦
」
に
「
朝
夕
の
溶
池
を
帯
び
、
長
州
の
発
墨
を
記
す
」
と
見
え
、
白
居
易

　
　
　
　
［
注
、
］

の
詩
に
も
あ
る
。
繁
華
な
都
会
、
李
諒
の
い
る
蘇
州
を
い
う
。
「
銭
塘
郡
」
は
白

居
易
の
い
る
杭
州
、
の
こ
と
。
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
長
慶
、
一
年
十
月
の
時
点
に
お

い
て
、
銭
徽
は
白
居
易
が
「
害
渓
殊
に
冷
僻
」
と
称
す
る
湖
州
の
刺
史
、
李
諒
は
．

白
層
易
が
「
茂
苑
太
だ
繁
雑
」
と
称
す
る
蘇
州
の
刺
史
、
そ
し
て
自
居
易
は
「
閑

忙
の
中
を
得
た
」
．
暇
も
忙
し
さ
も
ほ
ど
ほ
ど
の
新
任
の
杭
州
刺
史
だ
と
、
冗
談

め
か
し
た
句
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
次
の
一
首
は
七
言
律
詩
で
、
先
の
詩
と
同
じ
年
の
作
だ
が
、
銭
徽
と
李
諒
か
ら

送
ら
れ
た
酒
を
前
に
、
所
懐
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
銭
湖
州
以
箸
下
酒
李
蘇
州
以
五
酸
酒
相
次
寄
到
無
因
同
飲
筆
管
所
懐

　
　
　
　
銭
湖
州
は
箸
下
酒
を
以
て
し
、
李
蘇
州
は
五
黒
酒
を
以
て
し
、
相
次
い

　
　
　
　
で
寄
せ
到
る
。
同
じ
く
飲
む
に
因
無
し
。
聯
か
懐
う
所
を
詠
ず
（
お
愈
）

　
　
労
將
墜
下
忘
憂
物
　
　
労
す
る
に
　
箸
下
忘
憂
の
物
を
将
て
し
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李
蘇
州
刺
史
及
び
銭
湖
州
刺
史
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
、

白
層
易
の
交
友
関
係
図
の
様
相
が
一
つ
で
は
な
い
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
こ
の
、
一

人
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
あ
げ
て
き
た
交
友
相
手
と
は
聯
か
趣
を
殊
に
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。

○
聖
霊
翔
軸
史
・
銭
湖
州
刺
史
・
李
蘇
翔
軸
史

　
自
居
易
が
杭
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
の
は
、
墨
字
二
年
（
八
二
二
）
．
七
月
十

四
口
の
こ
と
だ
が
、
沐
河
が
通
行
止
め
の
た
め
に
、
江
州
経
由
で
杭
州
に
到
っ
た

の
は
、
十
月
一
日
で
あ
り
、
任
地
到
着
ま
で
に
約
三
か
月
の
ロ
数
を
要
し
た
。
初

秋
に
長
安
を
出
発
し
て
到
着
し
た
時
は
す
で
に
時
節
は
冬
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
か

ら
、
翰
墨
四
年
（
八
二
四
）
の
銭
塘
湖
修
築
後
の
五
月
置
太
子
左
庶
子
に
任
ぜ
ら

れ
、
月
末
に
こ
の
地
を
去
る
ロ
ま
で
、
在
任
期
間
一
年
十
か
月
．
実
際
に
滞
在
し

た
の
は
一
年
七
か
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
刺
史
と
し
て
公
的
に
成
し
た
業
績

も
大
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
江
南
を
代
表
す
る
地
で
詩
人
と
し
て
想
像
以
上
の
も
の

を
得
て
い
る
。
江
南
の
好
風
景
と
称
さ
れ
る
四
季
折
々
に
変
化
す
る
風
光
明
媚
な

環
境
で
の
生
活
は
、
作
詩
の
題
材
と
目
的
に
新
し
い
発
見
を
も
た
ら
し
た
。
た
と

え
ば
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
は
西
湖
を
中
心
と
す
る
一
連
の
詩
作
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、
首
都
長
安
か
ら
ま
た
東
都
洛
陽
か
ら
遠
く
離
れ
た
杭
州
で
、
刺
史

と
し
て
公
務
に
励
む
か
た
わ
ら
．
私
生
活
で
は
ど
の
よ
う
な
交
友
関
係
を
持
ち
な

が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
白
居
易
が
生
涯
の
中
で
地
方
勤
め
を
し
た
の
は
、
忠
州
を
除
い
て

は
三
箇
所
、
三
回
で
あ
り
、
唐
の
詩
人
の
中
で
は
数
多
い
と
は
言
え
な
い
。
同
時

期
の
韓
愈
．
欝
積
、
柳
宗
元
な
ど
は
、
は
る
か
な
遠
隔
地
、
僻
地
に
左
遷
さ
れ
、

中
に
は
都
長
安
に
戻
れ
ず
に
そ
の
地
で
生
を
終
え
た
者
も
い
る
。
官
僚
で
あ
る
こ

と
と
文
を
作
り
詩
を
作
る
こ
と
と
が
表
裏
一
体
の
社
会
体
制
の
中
で
は
、
前
者
が

運
を
決
す
る
重
要
な
「
か
ぎ
」
で
あ
り
、
悲
惨
な
環
境
と
境
遇
に
遭
遇
す
る
の
は

本
人
の
意
志
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
避
け
ら
れ
な
い
運
命
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
比
し
て
白
居
易
の
三
箇
所
、
三
回
の
地
方
官
の
経
歴
は
、
白
居
易
自
身

の
意
識
は
別
に
し
て
、
客
観
的
に
は
過
酷
と
は
言
い
難
い
。
元
和
嘉
月
（
八
一
五
）

の
江
州
司
馬
、
長
慶
、
一
年
（
八
二
二
）
の
杭
州
刺
史
、
そ
し
て
宝
暦
元
年
（
八
二

五
）
の
蘇
州
刺
史
は
、
今
の
江
西
省
封
禅
市
、
漸
江
省
杭
州
市
、
江
蘇
省
蘇
州
市

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
江
南
の
地
に
含
ま
れ
る
所
で
あ
り
、
最
果
て
の
極
地
で
は
な

い
。
が
、
白
居
易
に
と
っ
て
江
州
は
特
刷
で
あ
り
、
他
の
、
一
箇
所
の
杭
州
．
蘇
州

と
は
ま
っ
た
く
違
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
左
遷
の
地

で
あ
り
、
冤
罪
に
よ
る
屈
辱
的
な
追
放
先
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
白
居
易
に

と
っ
て
精
神
的
あ
る
い
は
心
理
的
に
受
け
入
れ
が
た
い
特
殊
な
事
情
が
存
在
し
て

い
た
。
こ
の
三
箇
所
に
お
い
て
作
ら
れ
た
作
品
に
は
．
そ
う
し
た
事
情
が
形
と
な

り
影
と
な
っ
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
ま
ず
初
め
に
、
白
居
易
が
李
蘇
州
、
銭
湖
州
の
二
人
に
寄
せ
た
詩
を
挙
げ
、
説

明
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
最
初
の
一
首
は
次
の
五
言
排
律
詩
で
あ
る
。
こ

の
五
言
卜
章
句
の
詩
は
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
．
五
卜
一
歳
の
時
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
初
蝉
郡
齋
鉛
銭
湖
州
李
蘇
州
（
お
鵠
）
〔
自
注
〕
①
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Abstract：

Bai　Jyu　yi　did　not　excel　in　his　role　as　an　administrator　in

Huzhou．　of　Jiangnan　district。　The　beau．tiful　lanndscape　as　well

as　his　companions　inspired　him　and　provided　him　with　a　nearly

ine：xhaustible　source　of　creativity。　This　essay　aims　to　clearify

how　his　literary　circle－especially　Qian　Hu．zhou．　and：Li　Su　zhou．一

influenced　him．

○
は
じ
め
に

　
白
居
易
は
、
長
安
及
び
洛
陽
以
外
に
、
官
吏
と
し
て
赴
任
し
た
土
地
で
、
任
期

ま
で
の
滞
在
中
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
で
交
友
関
係
を
持
ち
な
が
ら
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
、
と
い
う
よ
り
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
を
日
々
の
生
活
の
重
要
な

事
柄
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。

　
筆
者
は
、
肥
壷
易
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
て
き
た
。
そ

れ
は
白
居
易
の
文
学
の
根
底
に
は
、
人
間
に
対
す
る
関
心
が
大
き
な
要
素
を
占
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
唐
の
詩
人
の
中

で
は
特
異
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
、
詩
文
を
合
わ
せ
て
三
千
八
百
篇
の
作
品
の

膨
大
な
量
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
、
左
遷
の
地
江
州
で
始
ま
り
、
以
後
七
十
五

歳
で
生
涯
を
終
え
る
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
の
前
の
年
に
七
卜
五
巻
の
詩
文
集
を

完
成
す
る
ま
で
、
数
回
に
わ
た
る
詩
文
集
編
纂
に
見
ら
れ
る
作
品
を
残
そ
う
と
し

た
執
念
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
そ
の
大
半
が
人
間
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
と
の
関
わ
り

の
歴
史
は
自
ら
の
足
跡
の
歴
史
を
証
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
作
品
は

白
居
易
自
ら
が
語
る
生
の
証
し
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
は
作
品
に
異
常
な
ま
で

の
情
熱
を
注
ぎ
続
け
た
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
白
居
易
の
交
友
関
係
は
実
に
広
く
そ
の
解
明
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
が
、
ふ

と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
意
外
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
．
こ
の

永
遠
の
課
題
と
も
い
え
る
も
の
も
徐
々
な
が
ら
道
は
開
け
て
い
き
そ
う
で
あ
る
。

今
同
の
小
論
に
お
い
て
は
、
白
居
易
の
杭
州
刺
史
在
任
の
時
期
に
於
け
る
．
特
に


